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DX・GX担当理事・上席副学長
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脱炭素にDXを絡めた
中小企業向け伴走支援



・岡山経済同友会
・岡山県商工会議所連合会
・岡山県商工会連合会

・岡山県
・環境省中国四国地方環境事務所

・岡山大学

・中国銀行
・トマト銀行
・おかやま信用金庫
・吉備信用金庫

・玉島信用金庫
・津山信用金庫
・備前日生信用金庫

・備北信用金庫
・水島信用金庫
・笠岡信用組合

地域脱炭素創生・岡山コンソーシアム

令和4年度に発足



環境省「令和6年度地域ぐるみでの
脱炭素経営支援体制構築モデル事業」に採択

（環境省HPから引用）

岡山大学



事業構想：
地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制の構築

地域脱炭素創生・岡山コンソーシアム
旗振機能、接点機能
（脱炭素支援構想設計、意識啓発等）

岡
山
県
内

中
堅
・中
小
企
業DXサンライズおかやま（DXSUN）

連携支援機関

提案機能
（可視化ツール提供、DX・GXビジョン・

ロードマップ策定支援等）

連携

既存のCN・DX支援コミュニティの融合による企業価値向上に向けた
脱炭素経営支援モデルの確立を目指す（ステップアップステージとして採択）



DXサンライズおかやま（DXSUN）

令和5年度に岡山県内中堅・中小企業のＤＸ推進支援を目的に産学官金の連携で発足
ＤＸに向けたビジョン形成伴走支援やデジタル人材の育成を実施

岡
⼭
県
内
中
堅
・
中
⼩
企
業

DXビジョン形成伴⾛
⽀援

デジタル化・DX
ソリューション提供

DXビジョン形成
伴走支援

デジタル化・
DXソリューション

供型支援



事前協議 実態把握 地域ぐるみ支援体制の設計・支援実行

3月2月1月12月11月10月9月8月7月

令和６年 令和７年

キックオフ・
ミーティング

岡山大学研究協力会によるCFP勉強会（月１回開催）

企業向けアンケート調査

企業向けヒアリング調査

脱炭素セミナー・勉強会等（随時開催）

GHG排出量可視化ツール体験会 DXSUNワークショップ

ヒアリング・アンケート調査結果を踏まえた
地域ぐるみでの支援体制・支援メニュー

の検討

経済学部生によるCFPチャレンジワークショップ（３回程度開催）

CFP算定支援・組織GHG排出量算定支援

地域ぐるみWGを定期開催（月１回程度）

事業実施スケジュール

支援機関向けヒアリング調査



• 約４割の企業が脱炭素経営について自ら取り組む意思を持っている
• 一方で、脱炭素経営の第一歩であるCO2排出量の可視化についての方法を理解してい

ない、あるいは方法を理解しているものの余力がない企業が多く存在

一般財団法人岡山経済研究所 アンケート調査（2024）から抜粋

岡山県内企業へのアンケート調査結果



• 約４割の企業が脱炭素経営に関して取引先から何らかの要請を受けている、あるいは
今後受ける可能性を認識

• 製品・サービス単位でのCO2排出量の測定が求められている企業も一定割合存在

岡山県内企業へのアンケート調査結果

一般財団法人岡山経済研究所 アンケート調査（2024）から抜粋



• 約４割の企業がカーボンフットプリントを認知
• カーボンフットプリントに取り組む上での一番の課題は「必要な知識や情報の不足」

岡山県内企業へのアンケート調査結果

一般財団法人岡山経済研究所 アンケート調査（2024）から抜粋



一般財団法人岡山経済研究所 アンケート調査（2024）から抜粋

岡山県内企業へのアンケート調査結果

• 「DX・デジタル化」の優先順位が高い企業では、脱炭素ビジョンや行動目標等の策定に
前向きな傾向がみられる



事前協議 実態把握 地域ぐるみ支援体制の設計・支援実行

3月2月1月12月11月10月9月8月7月

令和６年 令和７年

キックオフ・
ミーティング

岡山大学研究協力会によるCFP勉強会（月１回開催）

企業向けアンケート調査

企業向けヒアリング調査

脱炭素セミナー・勉強会等（随時開催）

GHG排出量可視化ツール体験会 DXSUNワークショップ

ヒアリング・アンケート調査結果を踏まえた
地域ぐるみでの支援体制・支援メニュー

の検討

経済学部生によるCFPチャレンジワークショップ（３回程度開催）

CFP算定支援・組織GHG排出量算定支援

地域ぐるみWGを定期開催（月１回程度）

事業実施スケジュール

支援機関向けヒアリング調査



CO2排出量可視化チャレンジ（７月～２月）：岡大主催勉強会

岡山大学（社会文化科学学域（経済）天王寺谷准教授）

×岡山県商工会連合会
×（株）ホリグチ
× 岡山技研工業（株）

カーボンフットプリント（CFP: Carbon Footprint of Product）

製品やサービスの原材料調達から廃棄、リサイクルに至るまでのライフサイクル全体を
通して排出されるGHGの排出量をCO2排出量に換算

IDEAを利用
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CFPプログラムHP（https://www.cfp-
japan.jp/about/）から引⽤

カーボンフットプリント活用のメリット
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DSP-21 FB482-1
(バルブ部品)

8号自動索環
（パラシュート部品）

製品名

1.26kg0.25 kg完成品重量

26,300個/年400 個/年年間生産量

4トントラック・積載率50%4トントラック・積載率平
均で想定

完成品輸送

年間生産製品重量に基づく配賦方法
年間生産製品個数に基づく配賦方法
※製品重量に基づく電力量配賦の例

(年間生産製品1個重量/工場全体の年間総生産重量×工場全体の年
間エネルギー使用量）

電力使用量などの
製造にかかる
エネルギー

輸送部分のみを計算。外注

製品概要
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（1個当たり、排出単位：ｇ-CO2e)

重量配賦数量配賦

割合排出量割合排出量項目

100%1944g100%2905gCFP算定結果

72.6%1412g48.6%1412g原材料生産

内
訳

6.5%125g4.3%125g原材料輸送

20%388g46.4%1349gエネルギー

0.38%7g0.25%7g外注輸送

0.001%0.02g0.001%0.02g廃棄物輸送

0.55%11g0.37%11g完成品輸送

原材料生産

72.6%

原材料輸送

6.5%

製造にかかる

エネルギー

20.0%

外注輸送

0.38%
廃棄物輸送

0.001%

完成品輸送

0.55%

重量配賦

原材料生産

48.6%
原材料輸送

4.3%

製造にかかるエ

ネルギー

46.4%

外注輸送

0.25%

廃棄物輸送

0.001%
完成品輸送

0.37%

数量配賦

8号自動索環（パラシュート部品）のCFP計算結果
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重量配賦数量配賦

割合排出量割合排出量項目

100%7118g100%6511gCFP算定結果

70.2%4998g76.8%4998g原材料生産

内
訳

0.5%33g0.5%33g原材料輸送

27.5%1956g20.7%1349gエネルギー

1.57%111g1.71%111g外注輸送

0.001%0.04g0.001%0.04g廃棄物輸送

0.26%18g0.28%18g完成品輸送

原材料生産

76.8%

原材料輸送

0.5%

製造にかかる

エネルギー

20.7%

外注輸送

1.71%
廃棄物輸送

0.001%

完成品輸送

0.28%

数量配賦

原材料生産

70.2%
原材料輸送

0.5%

製造にかか

るエネルギー

27.5%

外注輸送

1.57%
廃棄物輸送

0.001%
完成品輸送

0.26%

重量配賦

DSP-21 FB482-1 （バルブ部品品）のCFP計算結果

（1個当たり、排出単位：ｇ-CO2e)



DSP-21 FB482-1
(バルブ部品)

8号自動索環
（パラシュート部品）

製品名

1.26kg0.25 kg完成品重量

26,300個/年400 個/年年間生産量

7.1184 kg-CO2e1.9447 kg-CO2eCFP

バルブ部品の約16倍
輸送方法と積載率で差
運送業者と輸送方法に要検討

1kg当たりの原材料輸送
の排出量

重量配賦は比較的軽い製品が過小評価され、比較的重い製品
は過大評価される

GHG排出量の重量配賦と
数量配布との差

外注輸送や廃棄物輸送、完成品輸送に比べ大きいため、より
近場の仕入先とすれば排出量減が見込まれる

原材料輸送

輸送距離では外注輸送は原材料
輸送の1.3倍の距離だが排出量
割合は3倍

輸送方法で差
一度に運ぶ積載量を多くする

製品概要



事前協議 実態把握 地域ぐるみ支援体制の設計・支援実行

3月2月1月12月11月10月9月8月7月

令和６年 令和７年

キックオフ・
ミーティング

岡山大学研究協力会によるCFP勉強会（月１回開催）

企業向けアンケート調査

企業向けヒアリング調査

脱炭素セミナー・勉強会等（随時開催）

GHG排出量可視化ツール体験会 DXSUNワークショップ

ヒアリング・アンケート調査結果を踏まえた
地域ぐるみでの支援体制・支援メニュー

の検討

経済学部生によるCFPチャレンジワークショップ（３回程度開催）

CFP算定支援・組織GHG排出量算定支援

地域ぐるみWGを定期開催（月１回程度）

事業実施スケジュール

支援機関向けヒアリング調査
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CFP算定結果を踏まえ、デジタル技術の活用により持続可能な事業モデルへアップデート

マッチング・伴走支援へ課題説明

•デジタライゼーション、
DXに向けた課題は？
•デジタル技術導入で実
現したいビジョンは？

課題解決の方策
アイデア出し

•課題への打ち手はSaaS？
システム開発？AI活用？

具体的なソリューション
をリストアップ

•課題毎に適したソリュー
ションをリストアップ

ソリューション毎に
個別相談

•相談企業とソリュー
ション提供者（研究
者・学生含む）での
具体相談

•マッチングが成功したら
デジタルツール導入、シ
ステム開発へ

開催場所

Okayama SaaS/DX Ctr.

検討課題（例）参加者

• CFP算定企業

• DXSUN構成員（支援機関等）

• DXSUNパートナーズ（ITベン
ダー等）

• 大学研究者

• 学生

【労働生産性の向上】
• 製造プロセスの可視化
• デジタルツールを活用した効

率化手法
• 作業者負担軽減のための

データ活用
【炭素生産性の向上】
• サプライチェーン全体での

GHG排出量削減手法
• 使用済金型の活用方法
• クリーンエネルギー技術導入

の可能性

CFP算定企業の企業価値向上支援
（DXSUNワークショップ）

マッチング・伴走支援へ

•マッチングが成功したら
デジタルツール導入、シ
ステム開発へ



・生産段階においてのロス率を10％に抑えた場合

8号自動索環（パラシュート部品）

現在のロス率 25％

削減排出量 23.6%の削減が可能

DSP-21 FB482-1（バルブ部品）

現在のロス率 13％

削減排出量 6.4％の削減が可能

19

削減貢献量の検討

どうやって
下げる？

• デジタル化
• デジタライゼーション
• DX



中長期的に目指すべき姿の整理

組織GHGは
各種ツール、
CFPは岡山
大学に加え
金融機関も
習得目指す

県の脱炭
素経営促
進広報事
業等

県のLCA対
応支援事業、
脱炭素コン
ソの支援機
関向けセミ
ナー等

組織GHG/CFP
算定について
自社で取組め
る状態まで理
解・習得

DX施策を含
む提案や、
専門事業者
の紹介を実
施

施策実行 情報公開

知る 測る 減らす・活かす

意識啓発 現状可視化 目標設定

支
援
機
関
向
け
勉
強
会

施
策
の
実
行

削
減
・企
業
価
値
向
上
に

向
け
た
具
体
施
策
の
提
案

省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
に
よ
る
診
断

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
組
織

G
H

G

／C
F
P

算
定
支
援

削
減
目
標
の
設
定

資
金
支
援

事
例
検
討
会

W
E
B

や
セ
ミ
ナ
ー
で
の
発
信

中
小
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー

県
内
の
取
組
・事
例
発
信

組
織G

H
G

／C
F
P

算
定

勉
強
会

施策策定
や実行支
援につい
て支援機
関担当者
が習得す
る場

金融機
関脱炭素コンソ・
DXSUN

省エネ機器
導入業者や、
マーケティン
グ業者、DX
支援業者
等を想定

専門事業者

岡山大
学金融機
関

岡山県

岡山大
学金融機
関脱炭素コンソ

金融機関脱

炭素コンソ・
DXSUN

融資は金融
機関、補助
金は岡山県

金融機関

岡山県

幅広い業種の
事例について
学び合う場

岡山大学

域内への効
果波及のた
めの事例発
信や、自社
の取組開示
支援

岡山県

脱炭素コンソ・
DXSUN

岡山大
学金融機
関

岡山県

脱炭素コンソ

岡山県

岡山大学

脱炭素コンソ脱炭素コンソ

脱炭素コンソ

脱炭素コンソ
・ DXSUN



廣榮堂（岡山市）のきびだんごを対象にカーボンフットプリントを実施
（岡山大学×MS＆ADインターリスク総研との共同研究の一環として実施）

きびだんごカーボンフットプリントチャレンジ

（工場見学の様子）



「炭素会計アドバイザー資格」とは
「炭素会計アドバイザー資格」は、日本全体でGHG排出量
を「いかに測るか」 の基準の1つとなることを視野に設立す
る国内初の民間資格です。

企業・団体・自治体等においてカーボンニュートラル推進に
取り組む方々や、金融機関においてカーボンニュートラル
推進に関する企業等へのコンサルティングを実施される方
々にとって、本資格の取得はそれら業務の遂行に役立ち
ます。

資格取得者には、最新情報の定期的な講習やアップデー
トが必要なため、「取り切り」ではなく、更新が必要な資格
制度としています。

炭素会計アドバイザー協会 アカデミー会員へ入会

アカデミー会員のメリット

• 入会金および年会費免除

• 「炭素会計アドバイザー
資格」に係る講習会・試
験を会員価格で利用可



ご清聴ありがとうございました．
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